
第３学年１学期 期末テスト範囲表 
日

程 

教

科 
範   囲 ポイント 提出物 

20

日 

月 

 

 

 

 

家

庭 

教科書ｐ２２６～ｐ２４１ 

消費生活についてのプリント全て 

ノートｐ９６ ９７ 

消費者を守る法律３つは出題しま

す。クーリングオフについては、で

きない場合をおさえておいてくだ

さい。 

なし 

社

会 

教科書 P２２２～２６３ 

資料集 P１８８～２２０ 

歴史の学習 P７８～９７ 

確認テスト 

教科書の重要語句は漢字で書ける

ようにしましょう。 

歴史の学習を繰り返し復習しまし

ょう。 

確認テストから出題します。復習し

ておきましょう。 

歴史の学習 

テスト当日までに提出 

理

科 

教科書 P４７～P１０８ 

理科の学習 P１４～P３７ 

授業プリント 

理科便覧（テスト範囲） 

小テスト５～８ 

学習達成プリント３～６ 

〇 教科書をよく読んで（最低３回

音読する）、太字の語句は漢字で

書ける、説明できるようにしてお

く。 

〇 ワークを何度もやり直し、わか

らない問題、間違えた問題をでき

るようにしておく。 

〇 授業プリントをよく見直して

おくこと。 

☆理科の学習提出日 

２組、３組、４組； 

   ６月１７日（金） 

１組；６月１６日（木） 

 

☆学習達成プリント 

〇付けをして、 

６月２０日（月）テスト

当日に提出する 

 

21

日 

火 

保

体 

【体育分野】 

集団行動、岩中ストレッチ、 

体力テスト、陸上競技（リレー）、

バレーボール 

 

【保健分野】 

教科書 P１３１～P１４８ 

   P３４６～P３４８ 

○保健分野については、授業で説明

された重要語句を中心に学習して

くること。 

○実技分野は、教科書、学習カード

から出題します。 

なし 

数

学 

○教科書 Ｐ３８～６５ 

○わかる数学 Ｐ３０～５３   

 

○ わかる数学の間違えた問題に

繰り返し取り組み力をつけよう。 

○ 平方根、根号を含む式の計算が

中心です。教科書の練習問題や章

末問題にしっかりと取り組もう。 

【提出物】 

○わかる数学Ｐ３０～６

５ 

テスト当日に提出 

※事前に提出してもよ

い。 



国

語 

教科書 P３８～P４９  

P５６～６１ 

漢字学習 P１０～P２１ 

国語の学習 P２５～P４２ 

整理と対策 P１６～P４５ 

（No４～No9） 

・漢字の問題は「漢字学習」を中心

に出題します。 

・「国語の学習」や「整理と対策」

から同じような問題を出題しま

す。 

・中日春秋からも出題します。 

提出物は「漢字学習」と

「国語の学習」です。 

提出日は６月１６日（木）

までとします。 

 

22

日 

水 

技

術 

授業プリント 授業プリントを用いて、学習した内

容をよく復習しておくこと。 

なし 

英

語 

教科書 ～p.37 

ワーク p.22～p.37 

授業プリント 

・ 長文問題も出題します。素早く

正しく情報をとらえられるよう

にしておくこと。 

・ 基礎基本だけでなく、場面に応

じて適切に表現できるように。 

ワーク 

期限： 教科担当の先生

の指示に従うこと 

さぁ、いよいよ期末テスト。                       

中学校生活の定期テストも残りを数えられるほどになりました。 

悔いのないように、過ごせていますか？ 

１つ１つの行動が自分の将来を決定づけていきます。後でどれほど後悔しても、時間を

戻すことはできません。自分の将来を大切にできるような行動ができるといいですね。 

 

毎日毎日新しいスタートを切ることができます。今日うまくいかなくても、またチャレ

ンジすればよいのです。できない自分を責めている暇があれば、なりたい自分になれるよ

うにチャレンジする方がずっとずっとましです。 

そういう前向きな努力ができる時間をたくさん過ごしてほしいと思っています。 

 

そして、授業への取り組み方もよく見直しましょう。 

先生の話を聞くのも大切、友達の話を聞くのも大切、それをもとに考えることも大切なこ

とです。 

授業の中に、テストのポイントは隠されています。 

そして、あなたの実力を伸ばすポイントも！ 

 

「テストの前だけ努力する」という姿勢では、実力はつきません。人それぞれ能力も苦手

なところも違います。自分に合った、毎日の小さな努力を怠らないことが（成果はわかり

にくいですが）実力をつけていく手段になります。 

 

 ４月を笑顔で迎えられるように、今を大切にしましょう。 

 


